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友
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二
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三

一
．
は
じ
め
に

　

本
報
告
は
、
三
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
研
究
所
の
共
同
研
究
、「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
」
の
調
査
研
究
の
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

本
研
究
の
目
的
の
中
心
は
、
現
在
日
本
で
は
国
境
地
域
に
お
け
る
島
の
領
有
権
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
該
国
境
地
域
に
お
い
て
は
、

「
地
域
交
流
圏
」
と
い
っ
た
も
の
の
形
成
を
模
索
し
な
が
ら
、
活
発
な
地
域
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

［
政
経
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
要
旨
］

東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治

　
　
日
本
と
韓
国
（
韓
国
と
日
本
）
の
地
域
間
交
流
を
中
心
に
し
て
　
　

報
告
者
　
日
本
大
学
法
学
部
　
佐
　
渡
　
友
　
　
　
　
哲

山
　
　
田
　
　
光
　
　
矢

孔
　
　
　
　 

義
　
　 

植

韓
国
・
靈
山
大
学
校
　
崔
　
　
　
　 

永
　
　 

鎬

（
日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
研
究
員
）



二
八
四

　

本
研
究
で
は
現
在
、
沖
縄
県
や
石
垣
市
・
与
那
国
町
と
台
湾
の
周
辺
地
域
お
よ
び
中
国
、
福
岡
県
や
福
岡
市
、
長
崎
県
お
よ
び
対
馬
市

を
中
心
と
す
る
長
崎
の
県
内
市
町
村
と
韓
国
お
よ
び
釜
山
広
域
市
と
区
あ
る
い
は
周
辺
市
町
村
、
島
根
県
と
県
内
市
町
村
な
ど
を
対
象
と

し
て
、
国
境
圏
の
交
流
の
実
態
を
考
察
し
て
い
る
。
今
回
は
、
も
っ
と
も
調
査
研
究
が
進
ん
で
い
る
日
本
と
韓
国
の
地
域
間
交
流
の
実
態

を
中
心
に
、
各
研
究
者
が
主
題
と
し
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
、
相
互
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
そ
の
内
容
を
よ
り
明
確
に

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

報
告
の
中
心
は
、
福
岡
市
や
対
馬
市
と
釜
山
広
域
市
と
島
影
区
お
よ
び
そ
の
蔚
山
市
蔚
州
郡
の
交
流
の
歴
史
や
実
態
や
将
来
な
ど
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
「
両
国
の
地
理
」
や
「
日
本
と
韓
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
地
域
間
交
流
の
歴
史
や
現
状
」
な
ど
を
論

じ
、
そ
の
枠
組
み
の
中
で
の
、
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
の
交
流
の
実
態
、
そ
し
て
釜
山
広
域
市
や
島
影
区
あ
る
い
は
蔚
山
市
蔚
州
郡
な
ど

と
対
馬
市
と
の
交
流
の
実
態
を
中
心
に
報
告
す
る
。

二
．
国
境
地
域
を
考
え
る
視
点

　

日
中
、
日
韓
の
関
係
は
現
在
、「
政
冷
経
涼
」
に
あ
り
、
日
中
韓
三
国
の
首
脳
会
談
は
二
〇
一
二
年
五
月
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
て
、

日
中
、
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
首
脳
会
談
も
実
現
で
き
て
い
な
い
。
北
東
ア
ジ
ア
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
、

北
米
に
も
な
い
奇
妙
な
現
象
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
日
中
韓
の
関
係
を
政
府
間
や
政
治
地
図
か
ら
で
は
な
く
、
広
く
多
様
な
ヒ
ト
、

団
体
、
モ
ノ
、
情
報
の
交
流
の
輪
を
視
点
に
再
構
築
す
る
と
、
違
っ
た
関
係
が
見
え
て
く
る
。

　

第
一
に
、
国
境
を
超
え
る
地
域
間
交
流
の
視
点
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
日
本
海
側
の
諸
都
市
の
自
治
体
、
経

済
界
、
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
が
中
国
、
韓
国
そ
し
て
ロ
シ
ア
の
都
市
と
の
新
し
い
交
流
の
時
代
に
入
っ
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
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第
二
に
、
国
境
を
超
え
る
人
の
往
来
、
貿
易
や
経
済
交
流
の
進
展
が
、
や
が
て
政
府
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
首
脳
外
交
に
ま
で
発
展
す
る
と
い

う
機
能
主
義
の
仮
説
で
あ
る
。
欧
州
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
石
炭
鉄
鋼
の
共
同
管
理
か
ら
市
場
統
合
、
通
貨
統
合
、
政
治
統
合
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
最
終
的
に
地
域
統
合
が
完
成
す
る
、
と
い
う
仮
説
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
北
東
ア
ジ
ア
の

研
究
者
か
ら
は
、
こ
の
理
論
的
枠
組
み
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
は
た
し
て
そ
の
検
証
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
に
、
日
本
周
辺
の
国
境
地
域
で
人
々
が
新
し
い
地
域
交
流
圏
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
例
え
ば
人
口
約
三
万
四
千

人
の
対
馬
に
は
年
間
そ
の
五
倍
以
上
の
韓
国
人
観
光
客
が
釜
山
か
ら
国
際
定
期
船
で
訪
れ
る
。
日
韓
関
係
の
歴
史
資
源
と
魅
力
的
な
自
然

資
源
の
あ
る
こ
の
島
は
、
韓
国
か
ら
最
も
安
価
に
行
け
る
最
も
近
い
外
国
で
あ
る
。
日
本
の
二
五
の
空
港
か
ら
韓
国
へ
定
期
便
が
運
航
さ

れ
、
年
間
二
五
〇
万
人
以
上
の
渡
航
者
が
出
か
け
、
韓
国
か
ら
も
ほ
ぼ
同
人
数
が
や
っ
て
く
る
。
釜
山
港
の
巨
大
な
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の

取
扱
量
は
、
東
京
港
と
横
浜
港
を
合
わ
せ
た
量
の
約
二
倍
を
誇
り
、
日
本
の
五
七
の
港
か
ら
週
六
一
便
が
到
着
す
る
。
ま
さ
に
日
本
海
の

物
流
の
ハ
ブ
港
で
あ
る
。

　

政
府
間
関
係
や
メ
デ
ィ
ア
報
道
か
ら
形
成
さ
れ
た
「
想
像
の
日
中
韓
関
係
」
と
は
違
っ
た
日
中
韓
の
実
像
を
検
討
し
、「
政
暖
経
熱
人

知
」
の
新
し
い
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。（
佐
渡
友
）

三
．
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
の
地
域
間
交
流

　

中
央
政
府
間
の
外
交
関
係
が
行
き
詰
っ
て
い
る
中
、
釜
山
と
福
岡
の
間
に
お
け
る
地
方
自
治
レ
ベ
ル
と
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
は
着
実

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
地
理
的
隣
接
性
と
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
、
地
域
間
交
流
の
伝
統
を
維
持
し
て
お
り
、
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
多
様
な
行
事
と
構
想
が
ニ
ュ
ー
ス
で
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
観
光
客
な
ど
の
一
時
的
訪
問
者
の
数
は
減
っ
て
い



二
八
六

る
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
か
ら
両
市
の
間
に
公
務
員
の
相
互
派
遣
は
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
「
超
広
域
経
済
圏 

m
ega-regional econom

ic area

」
構
想
の
実
現
に
向
け
経
済
協
力
協
議
会
が
設
け
ら
れ
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
両
市
の
間
に
は
、
企
業

間
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
み
な
ら
ず
市
民
団
体
や
大
学
に
よ
る
民
間
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
両
市
の
間
の
交
流
の

現
況
を
最
近
の
統
計
に
基
づ
き
総
体
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
域
間
交
流
の
現
況
を
具
体
的
な
実
例
を
も
っ
て
紹
介
し
た
い
。

　

第
一
に
、
両
市
の
経
済
的
交
流
の
統
計
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
の
実
態
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
両
市
の
公
式
統
計
か
ら
、
観
光
客
・

外
国
人
登
録
・
船
と
飛
行
機
の
定
期
便
・
行
政
協
定
な
ど
に
よ
る
人
的
交
流
の
現
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
域
間
貿
易
・
投
資
・
企

業
進
出
な
ど
に
よ
る
物
的
交
流
の
現
況
を
把
握
す
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
七
月
か
ら
釜
山
市
に
よ
っ
て
毎
月
日
本
語
で
発
信
さ
れ
て
い

る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
釜
山 D

ynam
ic Busan

」
と
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
か
ら
福
岡
市
に
よ
っ
て
毎
週
韓
国
語
で
発
信
さ
れ
て
い
る
「
福

岡
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン　

Fukuoka M
ail M

agazine

」
の
記
事
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
便
り
を
取
り
上
げ
紹
介
す
る
。

　

第
二
に
、
釜
山
韓
日
文
化
交
流
協
会
を
実
例
に
、
釜
山
か
ら
の
市
民
団
体
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
紹
介
す
る
。
同
協
会
は
一
九
八
七
年
一

一
月
結
成
さ
れ
て
以
来
、
福
岡
市
と
の
青
少
年
交
流
・「A

SIA
N

 FRIEN
D

」
の
発
行
・
文
化
行
事
の
共
催
な
ど
、
多
彩
な
民
間
交
流

を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
今
年
日
本
大
学
法
学
部
の
研
究
グ
ル
ー
プ
も
同
協
会
を
一
度
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
発
表
者
は
再
び
同
協

会
を
訪
れ
る
と
と
も
に
役
員
と
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
釜
山
と
福
岡
と
の
民
間
交
流
の
現
況
と
問
題
点
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
実

施
し
て
み
た
い
。

　

第
三
に
、
霊
山
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
学
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
例
に
、
大
学
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
紹
介
す
る
。
発
表
者
の
所
属
大
学
は
、

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
学
生
を
主
な
対
象
に
し
て
、
二
〇
一
三
年
春
か
ら
二
ヶ
月
間
福
岡
に
滞
在
さ
せ
、
授
業
の
一
環
と
し
て
市
場
調
査

と
民
間
交
流
と
を
推
し
進
め
て
い
る
。
学
内
の
学
生
か
ら
の
反
響
も
よ
く
、
教
育
の
効
果
も
優
れ
て
い
る
。
時
折
、
発
表
者
が
今
年
四
月
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か
ら
六
月
ま
で
、
引
率
教
授
と
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
っ
た
経
験
も
あ
り
、
青
少
年
の
国
際
交
流
の
意
義
や
限
界
に
つ
い
て
経
験

談
と
し
て
発
表
し
た
い
。（
崔
）

四
．
釜
山
広
域
市
及
び
周
辺
地
域
と
対
馬
市
の
交
流

　

対
馬
と
釜
山
と
の
距
離
は
四
九
・
五
㎞
に
過
ぎ
な
く
、「
魏
志
倭
人
伝
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
代
か
ら
頻
繁
な
交
流
が

行
わ
れ
て
い
た
。
両
国
の
交
流
発
展
の
き
っ
か
け
は
、
一
三
七
五
年
の
室
町
将
軍
足
利
義
満
か
ら
の
使
者
と
国
書
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
、

朝
鮮
か
ら
信
を
通
す
使
者
と
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
が
通
信
使
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
三
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
「
倭
寇
」
対
策
の
た
め
、
世
宗
大
王
の
親
任
を
受
け
、
四
〇
数
回
に
わ
た
っ
て
日
本
各
地
を
訪

れ
た
、
蔚
山
郡
の
役
人
で
あ
っ
た
李
藝
の
活
躍
が
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
韓
国
政
府
は
李
藝
を
「
文
化
人
物
」
に
選
定
、
対
馬
市
も
市
内

円
通
寺
に
「
通
信
使
李
藝
功
績
碑
」
を
建
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
韓
国
政
府
は
二
〇
一
〇
年
に
李
藝
を
「
外
交
人
物
」
に
選
定
し
そ
の
功

績
を
た
た
え
て
い
る
。

　

韓
日
交
易
の
拠
点
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
王
朝
が
認
め
た
三
つ
の
寄
港
地
、
す
な
わ
ち
東
莱
県
富
山
浦
と
金
海
府
乃
而
浦
と
蔚
山

の
塩
浦
の
い
わ
ゆ
る
三
浦
で
あ
る
。
そ
こ
に
日
本
人
が
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
和
館
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
和
館
は
そ
の
後

ソ
ウ
ル
に
も
作
ら
れ
た
。
三
浦
の
乱
で
三
浦
の
和
館
は
一
時
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
現
在
の
釜
山
広
域
市
の
中
に
豆
毛
浦
和
館
と
草
梁

和
館
が
作
ら
れ
た
。

　

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
韓
国
侵
略
の
結
果
、
国
交
断
絶
と
な
り
通
信
使
は
と
だ
え
た
が
、
一
六
〇
七
年
に
再
開
さ
れ
て
一
八
一
一
年
ま
で
継

続
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
対
馬
藩
の
韓
国
の
窓
口
と
し
て
釜
山
に
「
和
館
」
が
お
か
れ
、
韓
日
交
易
が
継
続
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
三
年
に



二
八
八

姉
妹
縁
組
結
縁
を
締
結
し
た
対
馬
市
と
釜
山
市
影
島
区
は
こ
う
し
た
地
理
的
な
条
件
を
活
か
し
て
、
行
政
交
流
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
職
員
の
相

互
交
換
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
官
・
産
・
学
の
国
際
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　

対
馬
市
は
影
島
区
と
の
交
流
を
過
疎
化
が
進
む
中
、
停
滞
し
つ
つ
あ
る
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
る
目
的
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

対
馬
市
が
市
の
Ｐ
Ｒ
と
日
韓
交
流
の
拠
点
と
し
て
「
対
馬
釜
山
事
務
所
」
を
運
営
し
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

一
方
、
影
島
区
は
対
馬
と
の
交
流
に
よ
る
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
人
的
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
留
ま
っ

て
い
る
。
最
近
の
動
き
と
し
て
は
二
〇
一
二
年
に
起
き
た
仏
像
盗
難
事
件
に
よ
り
交
流
に
障
害
が
生
じ
た
も
の
の
、
両
自
治
体
の
協
力
下

で
日
韓
の
「
朝
鮮
通
信
使
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
共
同
登
録
」
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
交
流
と
協
力
関
係
は
深
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
両
自
治
体
の
関
係
を
単
な
る
「
交
流
関
係
」
か
ら
多
様
な
利
害
関
係
が
絡
み
合
う
「
協
力
関
係
」
に
発
展
さ

せ
、
日
韓
の
葛
藤
を
各
方
面
か
ら
牽
制
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
と
く
に
韓
国
側
の
視
点
か
ら
分
析
し
て

い
く
。（
孔
）

五
．
対
馬
市
の
地
域
お
こ
し
と
釜
山
広
域
市
等
と
の
地
域
間
交
流

　

最
初
に
対
馬
の
韓
国
と
の
歴
史
的
な
関
係
を
見
て
い
く
。
対
馬
の
経
済
は
朝
鮮
王
朝
と
の
交
易
に
か
な
り
依
存
し
て
い
た
。
そ
う
し
た

両
地
域
の
交
流
の
歴
史
や
朝
鮮
通
信
使
と
対
馬
の
関
係
か
ら
事
実
を
確
認
し
て
い
く
。
特
に
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
復
活
や
、
そ
の
継

続
に
向
け
た
対
馬
藩
の
暗
躍
を
、『
最
後
の
朝
鮮
通
信
使
来
日
二
〇
〇
周
年
記
念
事
業
報
告
書
』
や
、
辻
原
登
著
『
韃
靼
の
馬
』
な
ど
も

加
え
、
釜
山
の
「
和
館
」
の
存
在
か
ら
、
日
本
の
鎖
国
の
実
態
や
両
地
域
の
交
流
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
く
。

　

次
に
現
在
の
対
馬
市
と
釜
山
広
域
市
の
交
流
を
、
両
国
の
地
方
自
治
制
度
の
改
革
や
、
と
く
に
対
馬
市
の
資
料
や
実
情
分
析
な
ど
も
含



東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
（
佐
渡
友
・
山
田
・
孔
・
崔
）

二
八
九

め
て
考
え
て
い
く
。
わ
れ
わ
れ
が
調
査
の
た
め
に
対
馬
に
出
か
け
た
経
路
も
成
田
か
ら
釜
山
経
由
で
船
舶
を
利
用
し
て
対
馬
に
入
っ
た
。

こ
の
ほ
う
が
便
利
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
韓
国
か
ら
の
観
光
客
へ
の
依
存
度
の
高
さ
や
そ
の
将
来
に
向
け
た
可
能
性
を
分
析
し
て
い
く
。

さ
ら
に
対
馬
の
特
産
品
を
い
か
に
し
て
韓
国
に
輸
出
す
る
か
と
い
っ
た
経
済
戦
略
に
も
触
れ
て
み
た
い
。

　

特
に
経
済
発
展
が
著
し
く
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
化
す
る
新
し
い
都
市
建
設
に
ま
い
進
す
る
釜
山
広
域
市
の
現
状
と
、
少
子
化
と
過
疎
化
に

悩
む
対
馬
の
韓
国
と
の
経
済
交
流
に
か
け
る
期
待
や
な
ど
を
軸
に
、
現
状
分
析
を
中
心
に
報
告
す
る
。
と
く
に
韓
国
人
観
光
客
へ
の
期
待

度
の
高
さ
と
、
異
文
化
交
流
に
付
随
す
る
混
乱
、
あ
る
い
は
学
術
や
文
化
を
通
し
た
相
互
交
流
の
実
態
な
ど
を
、
特
に
対
馬
の
視
点
か
ら

分
析
し
て
い
く
。
そ
こ
に
お
け
る
長
崎
県
の
対
応
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
み
た
い
。

　

最
後
に
、
今
後
の
対
馬
市
の
、
日
本
各
地
と
釜
山
ま
で
の
韓
国
各
地
を
結
び
つ
け
た
、「
朝
鮮
通
信
使
文
化
の
世
界
遺
産
登
録
」
も
踏

ま
え
た
広
域
観
光
圏
形
成
戦
略
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
で
、
日
韓
関
係
の
今
後
に
つ
い
て
、
対
馬
市
と
釜
山
広
域
市
だ
け
で
は
な
く
、

韓
国
と
日
本
を
一
つ
に
つ
な
い
だ
広
域
観
光
圏
の
形
成
に
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
っ

た
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
。（
山
田
）

六
．
お
わ
り
に

　

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
を
前
提
と
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
報
告
の
内
容
を
ま
と
め
る
。
そ
の
後
会
場
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
報

告
を
ま
と
め
る
。

［
追
記
］ 

な
お
実
際
の
報
告
は
「
序
に
か
え
て
」
で
も
お
こ
と
わ
り
し
た
よ
う
に
、「
政
経
研
究
所
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
で
は
第
一
部
の
二
（
山
田
）、

三
（
佐
渡
友
）、
三
（
催
）、
四
（
孔
）
の
順
序
で
行
っ
た
。


